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否定的な証拠を超えて:��DNA��汚染に関する紛争から
の教訓
COVID-19��ワクチン

ゲスト編集者

「消極的証拠」とは、論理や理由に基づいて存在するはずのものが
予期せず存在しないことを指します。この種の証拠は、事実調査のプロ
セスにとって⾮常に重要です。なぜなら、誰かがその邪悪な⾏為によっ
て法的または道徳的結果にさらされる可能性がある真実につながる⼿
がかりを意図的に隠そうとしたことが明らかになることが多いからです。
ほとんどの捜査官は、ないものを探すことよりも、そこにあるものを調べ
ることに⾃動的に焦点を当てる傾向があるため、否定的な証拠は⾒落と
されがちです。

新型コロナウイルスワクチンのDNA汚染の可能性についての懸念
には依然として陰性証拠法が適⽤されているが、この問題に関する激し
い論争は、真実を知ることが最も重要である⼀⽅で、それを⾒つけること
が⾮常に困難であることも⽰している。しかし、この困難な探求は、⼈々
のために耐えなければなりません。

権⼒の⾮対称性を考慮すると、左派はパンデミック関連の⾔説を
広めて、アジェンダ主導の解決策を押し付けることを正当化すること
ができた。その結果、新型コロナウイルス感染症のパンデミックのさま
ざまな側⾯に関する真実は、さまざまな権⼒者によって抑圧され、歪曲
されてきました。しかし、客観的な現実の⾒⽅が欺瞞的な物語によって
妨げられている⼀⽅で、このパンデミックに関する真実は、多くの科学
者、医療専⾨家、ジャーナリスト、内部告発者、さらには⼀般の⼈ に々よ
っても追求されてきました。これらの勇敢な⼈ は々、国⺠に情報を提供
するためにデータを収集し、分析することで、⾃分たちの⽣計とキャリ
アを危険にさらして、誤解を招く物語に異議を唱えてきました。新型コ
ロナウイルス感染症ワクチンの副作⽤に関する否定的な証拠に関する
以前に掲載された社説は、こうした慈悲深い真実を探求する取り組み
へのささやかな貢献を意図したものでした。5-11

これらの経済的、⽂化的、社会的階層の変化は、前例のない政治的⼆
極化、⽣活のほぼすべての側⾯の政治化をもたらし、権⼒を⽀配する左派
と依然として影響⼒はあるが権⼒を奪われている右派の間で権⼒の⾮対
称性を進めました。2,3この深刻なイデオロギーの分裂は、これにより、新
型コロナウイルス感染症の起源、その重要性、治療法、予防について説明
する��2��つの競合する党派的な物語が⽣み出されました。4��(ここでの「党
派」とは、その⼈の広範な社会イデオロギー的アイデンティティを指して
おり、⺠主党または共和党の党員ではありません)�。）

新型コロナウイルス感染症ワクチンの安全性と有効性に対する懐疑の原因は、
加速度的に積み重なっている。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデ
ミックが発⽣して以来、「蔓延を阻⽌する」ための前例のない厳格な措置を実施す
るとともに、世界中の当局は新型コロナウイルス感染症ワクチンの開発が世界の健
康状態を終わらせる最良かつ唯⼀の解決策であると宣伝してきた。緊急事態であ
るため、「通常に戻る」必要があります。13-15

こうした困難は、主流報道と代替報道の信頼性の低さ、そしてソーシャルメデ
ィアの⼤⼿技術による検閲によってさらに悪化します。その結果、真実の探求者は、
信頼できる情報源を⾒つけ、証拠を検証し、その結果を⼀般に伝えるという困難に
直⾯しています。最後に重要なことですが、彼らは⾃分⾃⾝のイデオロギー的な偏
⾒、偏⾒、知識や訓練の限界に対処しなければなりません。

新型コロナウイルス感染症のパンデミックが発⽣するずっと前から、⽶国とそ
の他の世界は⻑期にわたる景気低迷を経験しており、それまで繁栄していた中産
階級、つまり⻄側経済と代表政府の根幹をなす社会集団に影響を及ぼしていた。右
寄りの中産階級に伴い、主に左寄りの専⾨管理職層（PMC）が急速に台頭した。

新型コロナウイルス感染症ワクチンに対する懐疑の原因

導⼊

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、過去に⼈類を苦しめた典型的な
疫病とは異なりました。それは世界的な多⾯的な災難でした。世界的な健康上の緊
急事態であることに加えて、このパンデミック、あるいはそれに対する前例のない対
応は、以前の疫病では⾒られなかった経済的、政治的、社会的、⽂化的被害を引き起
こしました。このパンデミックによって引き起こされた⾏動は、すでに緊急の解決策
を必要としていた国際的な経済的および政治的危機にさらなる負担を加えていま
す。

この激動と混乱の時代において、私たちは科学知識のますます複雑化に対処し
なければなりません。⼀⽅、伝統的な科学専⾨家の信頼性と公平性は、政治問題へ
の関与により低下しています。真実の探求は、科学的反体制派の質のばらつきによ
ってさらに遅れています。勇敢で正直で知識豊富な⼈もいますが、名声と利益を追
求する⼭師や変⼈もいます。

これは、⽣活のあらゆる側⾯の政治化に伴う極度の政治的⼆極化の時代に特に当て
はまります。2,12��このような状況では、不都合な真実は、政治的動機に基づいた政
府機関や⾮政府権⼒者によって抑圧されることになります。イデオロギー的に分断
された社会は⾮常に独断的になる可能性があり、その構成員は客観的な現実を知
ることよりも⾃分たちの党派的偏⾒を確認することに興味を持つようになる。その結
果、真実の探求者は、議題主導の当局からの検閲、脅迫、抑圧に遭遇するだけでなく、
⾃分のお気に⼊りの教義に対する「冒涜的な」質問に不快感を抱く⾃分の側の派閥
からの激しい抵抗、拒絶、敵意にも遭遇することになる。�。最終的に、真実を知りた
い⼈は、嘘に基づいた現状を維持したり、⾃分の悪⾏を隠蔽したりすることに興味
を持つ⼈から⾝体的暴⼒を経験する可能性があります。

真理探求の困難と危険

⾃由と正義のために。

残念ながら、真実を発⾒するまでの道のりは通常⻑く困難で、間違い、誤った期
待、失望に満ちています。

真実は、あらゆる圧政を⽀えている嘘、腐敗、不正を暴露することによって、圧制
に対する最も強⼒な武器となります。真実を知ることは、抑圧されている⼈ に々抵抗
と反乱を起こさせる可能性があり、抑圧者の正当性と権威を損なう可能性がありま
す。真実は傍観者の良⼼と同情⼼を⽬覚めさせ、同盟国の⽀援を動員することもでき
ます。真実は⼈ を々⾃由にすることができるため、いかなる圧政にとっても最⼤の脅
威です。だからこそ、いかなる圧政者も真実を何よりも恐れ、あらゆる⼿段を使って
真実を抑圧し、歪曲し、否定しようとするのである。
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当局者らは、明らかな失敗にもかかわらず、ワクチンは安全で効果があると主張し
続けた。その結果、新型コロナウイルス感染症ワクチンに関連するさまざまな害の
理由を説明するために、ワクチン懐疑論者によって数多くの仮説が提案されてい
る。それらの理論は��2��つの主なカテゴリに分類できます:��(1)��既知で開⽰されている
成分が悪影響を引き起こすという理論、23-25、および��(2)��さまざまな⾮公開元素に
よるワクチンの汚染が副反応の主な原因であるという考え。

mRNAワクチン製造の⼀般概念

プラスミドDNAの⽣物活性

残ったプラスミド��DNA

その後、それらの元の資料に含まれる発⾒とアイデアは、多くの確⽴されたワ
クチン懐疑論者によって再検討され、拡張されました。��33-37��この理論はまだ発
展途上ですが、本質的には次のことを提案しています。製造プロセスからの残留物
であるプラスミド��DNA��は許容できる安全なレベルよりも多く、��(2)��それらのプラ
スミド��DNA��汚染物は、規制当局やワクチン製造業者が主張するように⽣物学的に
不活性ではない可能性があります。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）ワクチンの普及後、この「予防
策」が予防以上の害を引き起こしていることが明らかになった。

細⼼の注意を払って、そのような残留��DNA��のレベルは、ワクチン製造中に⾏
われる慎重な精製⼿順によって最⼩限に保たれ、すべてのワクチン��ロットについ
て残留レベルについて慎重に検査される必要があります。規制当局は、許容レベル
よりも⾼いレベルのワクチンは⼀般に配布されるべきではないと主張している
46,47。

しかし、商業的需要を満たすために、これは線状プラスミド��DNA��に変更されまし
た��(「プロセス��2」)。44プラスミドは、PCR��法と⽐較して製造および複製が簡単
かつ安価であるため、そのようなテンプレートとして選択されています。プラスミド
は⼩さな環状の⼆本鎖��DNA��⽚で、細菌細胞内に⾃然に存在することも、遺伝⼦⼯
学で使⽤される⼿順でベクターとして機能するために⼈⼯的に⽣成することもでき
ます��45。��簡単に⾔うと、臨床試験で使⽤されるワクチンを⽣産するためです。�、
よりクリーンでエレガントなプロセスが使⽤されました��(「プロセス��1」)。⼤量⽣
産の場合は、メーカーや規制当局ごとに「同様の製品」が得られると⾔われている、
より粗雑ではあるが、より速く、より安価な⽅法が選択されました（「プロセス��
2」）。

政府当局は、「証拠に基づく医療」の定説を引⽤し、ワクチン接種に代わるあら
ゆる⼿段、例えば再利⽤した抗ウイルス薬や、さらには新しい抗ウイルス薬による
早期治療を「最良の証拠が⽋けている」として即座に拒否した16-19。彼らは、疑わ
しい、またはゼロの証拠に基づいた、いわゆる⾮薬理学的介⼊（例：マスクの着⽤、
社会的距離の確保、学校や企業のロックダウンなど）を幅広く⽀持してきた20,21。
これらの意思決定者の驚くべき偽善はさらに深刻なものとなった。それは、彼らが
好む政治的出来事に恥知らずにも対応するために、彼らの推奨が劇的に変わり始め
たときに明らかでした。22これらすべての理由から、社会の⼤部分はすでに、ワクチ
ン開発前から強制的に課せられたワクチン解決策について⾮常に懐疑的でした。

3��つの要素が、DNA��汚染理論が具体化され始めたナイダスを構成します。これ
らは��McKernan��らによるプレプリント��29、��Speicher��らによるプレプリント��29��
です。��(最後の著者はマッカーナン)、30、およびフィリップ•バックホールツ博⼠に
よるサウスカロライナ州上院での証⾔。31、32

新しいプラスミド��DNA��汚染理論

明らかになったmRNAワクチン製造の詳細は⾮常に複雑で、ゲノミクスには精
通しているが製薬産業プロセスの経験がない多くの科学者さえも驚かせた。簡単に
説明すると、mRNA��を⽣成するには、DNA��テンプレートが必要です。そのテンプレ
ートは変更されました。当初、ファイザーは��PCR��DNA��テンプレート��(「プロセス��
1」)��を使⽤しました。

新型コロナウイルス感染症ワクチン汚染に関する興味深い新しい概念が、
2023��年初頭に出現しました。「プラスミド��DNA��汚染理論」と簡潔に説明されるこ
の概念は、過剰な熱狂的だが頻繁に展開され宣伝された、前述のセンセーショナル
で不気味な噂のアンチテーゼです。資格のないインターネットパーソナリティ。こ
れは、専⾨の研究者によって⾏われた標準的な実験室研究によって促された現実に
基づいた仮説です。29-32

しかし、欧州医薬品庁��(EMA)��からの「報告者報告書」がサイバー攻撃によって⼊
⼿され、公開フォーラムで広められるまで、詳細は秘密にされていました。44その⽂
書にはファイザーのワクチン⽣産の詳細が含まれています。

どうやら、モデルナが使⽤したプロセスを説明した同様の公開テキストはないようです
が、ファイザーのものと⾮常に似ている可能性があります。

⼀部の研究者は、プラスミド��DNA��汚染による深刻な悪影響には、⼼筋炎など
の⾃⼰免疫反応��32やさまざまな悪性腫瘍の誘発または促進が含まれる可能性が
あると主張しています29,30,32。この理論の寄稿者の中には、次のように主張して
います。悪名⾼いサル��SV40��ウイルスのプロモーター配列が、体内に存在する��DNA��
汚染物質の中に検出されたため、このシナリオは特にありそうです。

⼈間は、他の脊椎動物と同様に、さまざまな⽅法で消化管や⾎流に侵⼊する外来��
DNA��の断⽚にさらされています。したがって当局は、進化は、このプロセスが容易で
はないことを保証することによって、外来のDNAの統合から⼈類を守ることに配慮
したと主張している。しかし、最近まで、⽣物は、表⾯の傷から摂取されたり侵⼊し
たりするのではなく、保護脂質層に詰め込まれ、組織の奥深くに意図的に注⼊され
た��DNA��断⽚に遭遇することはありませんでした。したがって、当局のこうした主張
はもはやそれほど説得⼒を持たない。

⻑い間⼀般の⼈ に々利⽤可能でした。15,38‒43

たとえば、ソーシャルメディアの投稿や代替メディアの記事でさえ、新型コロナウイ
ルス感染症ワクチンには、⼈ を々追跡または制御できるマイクロチップやナノボッ
ト、グラフェンなどのハイテク物質、ヘビ毒、さらには⼩さなタコのような⽣き物さ
えも含まれていると主張していた。それらの不穏な理論の多くは⾮常に不気味に聞
こえるため、��「熱病沼」に由来する妄想的な噂として簡単に無視されてしまう可
能性があります。意図的な「井⼾中毒」戦術のように⾒えるものもありました。当然
のことながら、これらの理論は事実上すべてソーシャル��メディアで短期間に⼈気を
博し、最終的には隠蔽されました。

規制当局とワクチン製造業者は、外来��DNA��の単離された断⽚がヒトゲノムに組み
込まれることは⾮常にまれで複雑な出来事であり、そのためにはいくつかの要因と
⼿順が必要であると主張しています。これは正しいです。

汚染に関する考えの��2��番⽬のカテゴリーは、当初はセンセーショナルで贅沢で
異常な主張でいっぱいでした。

メーカーや規制当局は、プラスミド��DNA��の残り物は⽣物学的に不活性である
と主張していますが��46,47、ワクチン接種プロセス中に��DNA��断⽚がトランスフェ
クトされる��(つまり、真核細胞に導⼊される)��場合、望ましくない影響を引き起こす
メカニズムが考えられます。これらの悪影響は、主に、トランスフェクトされた細胞
への��DNA��の組み込み、およびそれによるゲノムの修飾を介して発⽣する可能性が
あります。この可能性は、これらの��DNA��フラグメントが��mRNA��粒⼦とともに脂質
ナノ粒⼦にパッケージ化されている場合に⾼まります。偶然遭遇した⾃由な��DNA��
鎖と⽐較して、これらの特異な��DNA��夾雑物は持続性が向上し、トランスフェクショ
ン効率が向上した可能性があります。29、30、32
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これらの懸念は、本当に偶発的なリスクにのみ関連します。

当局は、ワクチン製造に使⽤されるプラスミド内に含まれるSV40プロモーター
をコードする重要性を否定し、それは「不活性」であると主張している。しか
し、当局は現在、⽣産に使⽤されるプラスミドには他の多くの「不活性」配列が
含まれていることを認めています。彼らは本当に不活性なのでしょうか?まだ発
⾒されていないSV40プロモーターよりもさらに悪いものをコーディングして
いたらどうなるでしょうか?

この理論の基礎は、センセーショナルな��SF��タイプのシナリオではなく、
「単なる」製造プロセスの汚染に関するものであるため、むしろありふれた
ものです。しかし、もしそれが本当なら、その意味は「熱病の沼地」の空想的
な物語よりもはるかにぞっとするものである。さらに、この仮説が確認されれ
ば、新型コロナウイルス感染症ワクチンの有害な影響を⽰す待望の「決定
打」となる可能性がある。それは歴史を変える出来事を引き起こし、その結
果、新型コロナウイルスワクチン懐疑論者の完全な正当性が証明され、ワク
チン推進派の失脚につながる可能性がある。当然のことながら、ソーシャル
メディアでの会話は⾮常に盛り上がっています。

mRNA��の⽣成プロセスは、初⼼者が考えるよりもはるかに複雑であり、そのた
めリスクが⾼いことが明らかになりました。ワクチン製造はその⾮常に複雑なため、
セキュリティ上のギャップがはるかに⼤きくなり、問題が発⽣する可能性がさらに
多くなる可能性があります。例えば、現在では、残留プラスミド��DNA��が多すぎるワ
クチンを製造することの定量的なリスクを規制当局が認識していることがわかって
います。しかし、定性的なリスクについてはどうでしょうか?

リスク回避のための⼆重基準

プラスミドの？すべての精製⼿順は主張されているように「失敗しない」も
のですか?明らかに、「失敗しない」DNA��精製は、少なくともテストされたサ
ンプルでは失敗しました。他の浄化⼿順も同様に失敗する可能性があります
か?

プラスミド��DNA��汚染理論に対する世間の評価

新型コロナウイルス感染症ワクチンの��DNA��汚染は⾮常に⾼く危険であるた
め、⽶国法第��21��条第��351��条「異物混⼊」の法的基準を満たしている可能性がある
と主張されています��35,36。��57それが真実である場合、FDA��のコンプライアンス
ポリシーガイダンスの第��420��条などの現⾏法に従って、ワクチンはリコール、差し
押さえ、禁⽌などの対象となる可能性があります。58さらに、ワクチンの異物混⼊を
明確に証明することで、ワクチンの穿孔が可能になる可能性があります。��PREP法
に基づいて��COVD-19��ワクチン製造業者に与えられる法的免責の盾��36,59

COVID-19��ワクチン��29,30��SV40��ウイルスは動物に悪性腫瘍を引き起こすことが知
られており、いくつかの稀なヒト腫瘍��(上⾐腫、⾻⾁腫、中⽪腫など)��で検出されまし
た。過去には、ポリオワクチンの汚染物質として特定され、ヒトに対する発がん性の
影響について⻑期にわたる未解決の議論を引き起こしました48-52。

しかし、今回は、否定的な証拠という課題に対して、勇敢な業界研究者、さらには学
術科学者のチームによっても答えられました。29‒32これらの勇敢な研究者には制
御できない理由により、その答えは私たちの多くほど確実ではないかもしれません。
そう願っていますが、素晴らしいスタートです。私たちはついに否定的な証拠を超え
て進んでいます。将来に向けての⼤切な機会ですので、無駄にしてはいけません。

調査

また、SV40��プロモーターをコードするプラスミド��DNA��配列が出願時
に規制当局に開⽰されていなかったことも⽰唆されています��35,36。しか
しながら、この問題に関しては⽭盾した記述があります。メーカーが規制当
局にどの程度説明していなかったのか、また規制当局がそのことをどの程
度知っていながらも「⽇常的なこと」と考えて「⼤げさに扱っていた」のか
については意⾒が分かれている36,54-56。

以前の社説5-11は、主にワクチン推進者とワクチン懐疑論者の権⼒の⾮対称
性により、当局の意図的な不作為によって⽣じた空⽩が科学的反体制派の適切な⾏
動によって埋められなかったと述べている2,4。

プラスミド��DNA��汚染理論は、ワクチンに懐疑的なコミュニティの⼤多数によ
って多⼤な熱意と興奮を持って受け⼊れられ、熱⼼なワクチン推進者の間では⼤き
な怒りを持って受け⼊れられています。ただし、この出来事の感情的な側⾯は脇に
置く必要があります。このような状況下では、感情が⾼ぶることは完全に正当化され
ます。しかし、抑圧された⼈ の々最も強い感情でさえ、信頼できる証拠に裏付けられ
ていないとしても、解放につながることはめったにありません。

不正⾏為ですか？
この偶発的汚染の可能性は⼀般⼤衆には明らかにされず、また、集団予防接種

⽤に⼤量の��mRNA��ワクチンを製造するためにファイザーの製造プロセスを変更す
る必要性についても⼀般⼤衆には知らされなかった。ファイザーの新しい、より速
く、より⽣産性の⾼いプロセスは、モデルナ社が常に使⽤しているプロセスに似てお
り、mRNA��製品中の残留��DNA��の存在により⼤きなばらつきがあることが⽰されて
います。29、44、53

ついに独⽴系の否定的証拠が発動

⽪⾁なことに、例えばSV40プロモーターやp53「ゲノムの番⼈」など、⽪⾁にも
⾃分⾃⾝の事実を正しく把握することができなかった⾃称「ファクトチェッカー」に
よる、DNA汚染報告書の著者に対する怒りの攻撃について議論され、��「あらゆる
汚染物質は、発⾒された瞬間に即座に有益なアジュバントになるようなものだ」
これを「シュレーディンガーのアジュバント」と呼ぶ66。このプロの反駁者の明ら
かに過剰で明らかに神経質な活動は、次の��2��つのよく知られた格⾔を呼び起こしま
す。��「⼥性は抗議しすぎだと思います」��67�、「⾼射砲が重くなるのは⽬標を超え
たときだけです。」68

ここでの明らかな⼆重基準は驚くべきものです。

批判的評価⽅法論

過去のリスクだけでなく、将来の可能性が⾼いという理由でも、このような危険な⽅
法はやめるべきではないでしょうか。

同時に、「ファクトチェッカー」を装った有名なワクチン推進者らは、DNA汚染
全般、特に発がん性の可能性に関する報道の正確さについて、異常に怒り、感情的
に訴えかけた批判で反応した。インターネットには、異常なほど多数のイライラする
「事実確認」記事、⾒下すような「誤りを暴く」ビデオ、横柄な「解体」ブログ投稿
が氾濫しているが、ここでは参照できないほど多すぎる63-65。

外部から侵⼊する⼤腸菌による汚染はどうなるのでしょうか？

テロリストが危害を与えるためにこの複雑な⽣産プロセスを意図的に妨害するリス
クについてはどうでしょうか?⽅法が複雑なために⾒落とされてしまうものはありま
すか?肝⼼な点は明⽩な疑問である。��「リスク回避が⾼まっているこの時代（⼤
規模なロックダウン、マスク着⽤の義務化、空港保安検査での靴脱ぎなどにつなが
る）に、なぜこれほどリスクの⾼いワクチン製造⽅法が許可されているのだろう
か？」特にワクチンが⼤量に使⽤される場合、それに伴うリスクは事実上全⼈類に
影響を与える可能性があります。

しかし、⼀部の有名なワクチン懐疑論者は、科学的および法的主張に疑問を表
明し、それらを「⾚ニシンの気晴らし」または「偽りの勝利」とさえ呼びました。主
流の学界の著名なメンバーは伝統的にワクチンを推進してきたが、この展開は⼀部
の熱⼼なワクチン⽀持者に衝撃を与えた。62
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正式な批判的評価プロセスを使⽤することは、DNA��汚染理論の根幹を
構成する研究に関する以下の最も重要な疑問に答えるのに役⽴つはずで
す:��(1)

経験豊富な科学者。さらに、同様の資格を持つ専⾨家の意⾒であっても、か
なり異なる可能性があり、確かに彼ら⾃⾝の個⼈的およびイデオロギー的
な偏⾒の影響を受ける可能性があります。73この最後の部分は、政治的⼆
極化と科学の政治化が蔓延する現在の時代において特に重要です。
2,12,83

圧制から。

現時点では信頼性が限られているものの、将来性があるため依然として⾮
常に有⽤な資料ですか?

サンプルのソース、サイズ、再現性は主要な問題であり、著者らはこれ
を強調しています。彼らが制御できない状況のため、ここには拘留連鎖はあ
りません。サンプルは匿名の情報源から受け取ったものです。しかし、これ
は研究者のせいではなく、現在の政治情勢の結果です。研究者らは最善を
尽くしましたが、残念ながら、サンプルサイズが⼩さいことを確認するため
に複雑な統計分析は必要ありません。サンプルのソースは次のとおりです。

理論

適切に実施された批判的評価:��(a)��暗黙的なでたらめなプロ
セスではなく、明⽰的に体系的なプロセスである。��(b)��⽅法論的、
倫理的、理論的品質に関する研究の評価が含まれ、(c)��研究を引き
受け、読んだことで得られた査読者の実践的な知恵によって強化
されます[引⽤省略]。また、研究者は誰もその歴史の外に⽴つこと
も、⼈間の有限性から逃れることもできないということも覚えてお
くことが重要です。それは必然的に、研究者の理論的、個⼈的な経
歴などが批判的評価に影響を与えることを意味します。

DNA��汚染の概念に関する最も重要な問題は、それが現在の形でどれ
ほど客観的に信頼できるかということです。

McKernan��らによるプレプリント��1��の暫定的批判的評価��29

内部妥当性とは、研究の結果が研究された主題/要素に対して正しい
かどうかという問題を指します69-71。内部妥当性は、研究の設計、実施、分
析の⽅法がその研究に対する信頼できる回答を可能にするかどうかを検
討します。質問。内部妥当性分析の重要な部分の��1��つは、系統的エラー��(つ
まり、さまざまな形のバイアス)��がどの程度存在するかを調査することです
69-71。

上記すべてを念頭に置いて、以下に⽰す��DNA��汚染理論の本質を批判
的に評価する⾮公式の試みは知的演習を表すものであることを理解する必
要があります。これらの演習を、主題に関する権威ある意⾒や、組織やグル
ープの⽴場表明と混同すべきではありません。

内部有効性について:

したがって、相互に補完できる多様な技術を使⽤することで、結果の信頼性
が強化されます。

70,71,73‒75批判的評価には、形式、複雑さ、洗練
さの点でさまざまな種類があります。

EBM��に懐疑的な医師を含む多くの現役医師は、臨床現場で使⽤するため
に出版された研究の価値を評価する際に、批判的評価の簡易版を直感的に
使⽤しています��(その名前で呼んでさえいません)。

この情報は、⼀部のワクチン懐疑論者が熱⼼に主張しているように、⾮の打ちどこ
ろのない法的請求を提出し、したがって瞬時に最終的な勝利を達成することを可
能にする、完璧な内部的および外部的有効性を備えた完全に信頼できる情報なの
でしょうか？��(2)��これは、他の⼈が主張しているように、「⾚ニシン」の気晴らしで
あり、「偽りの勝利」なのでしょうか？��(3)

これらのプロジェクトに参加した研究者全員が、現在の当局にとってタ
ブーであることがよく知られている問題に取り組むことで、驚くべき勇気、回
復⼒、そして市⺠の勇気を⽰したことは注⽬に値します。限られた資⾦、限
られたサンプルへのアクセス、その他の制限の状況下で、彼らができる限り
の最善を尽くしたことは明らかです。また、彼らが結論において⾮常に抑制
的かつ慎重であり、彼ら⾃⾝が特別な主張をしていなかったということも
注⽬に値します。それどころか、彼らは⾃分たちの研究のすべての限界と⽋
点を完全に明らかにし、より良い研究が⾏われるよう求めました。多くの解
説者が⾃分たちの作品を誤解しており、著者らは時間をかけて、Substack��
や��X��(旧��Twitter)��などのソーシャル��メディア��プラットフォームを使⽤し
て⾃⼰弁護し、⾃分たちの⽴場を明確にしました��66,84。

DNA汚染のナイダスに対する批判的評価

残念ながら、批判的評価を使⽤したとしても、これらの質問に対する答
えを定式化することは依然として困難です。この難易度は、真実を求める道
がどれほど険しいものであるかを思い出させます。

真実はいかなる圧制に対しても最も強⼒な武器であるが、効果的に解
放するためには、真実を含む情報は強⼒に信頼できるものでなければなら
ない。��(1)��その信頼性は、簡単に嘲笑されたり無視されたりすることができ
ないほど強くなければならず、したがって、誰によってももっともらしい形
で否定されることができない。暴君たち。��(2)��その信憑性は、少数ではなく
多くの専制政治⽀持者がそれに説得され、⾃由の⼤義のために奉仕し始め
るようなものであるべきである。��(3)��その法的主張は、そのようなあからさ
まに不当な判決に激怒する社会の怒りを招くことを恐れて、専制政治に⽀
配された法廷制度ですら、あえてそれに反する判決を下さないほど、⾮の打
ちどころのないものであるべきである。

このような状況において、批判的評価⼿法を適⽤することは、激化する
「⽂化戦争」の濃い霧の中を⾒渡すのに役⽴ちます。同時に、Tod��et��al.:73��
が正確に説明しているように、批判的評価にはその利点に加えて限界もあ
ることを⼼に留めておく必要があります。

プラスミド��DNA��汚染理論の前提は単純ですが、その技術的側⾯��(特
にゲノミクス関連)��の妥当性を評価するには、⾼度な訓練を受けた専⾨家の
みが持つ複雑な科学的専⾨知識が必要です。この種の知識は、初⼼者が習
得するのは簡単ではありません。なぜなら、専⾨家の指導の下で⻑期間にわ
たる正式な教育が必要だからです。

この記事のタイトルは「⼆価のモデルナとファイザーのmRNAワクチンの配列決
定により、⽤量あたりの発現ベクターdsDNAの量がナノグラムからマイクログラムであ
ることが明らかになった」です。

あらゆる研究研究の信頼性の問題は、結局のところ、その内部的および外部的
妥当性によって決まります。69-71

また、優れた批判的評価には、⽅法論的な精査と、継続的な科学的およ
び公的議論の枠内での研究の含意の⽂脈的理解との間のバランスが必要
であることに留意することも重要である。

読者は、元の情報源��29��〜��32��を注意深く研究することをお勧めしま
す。

外部妥当性��(⼀般化可能性)��は、⺟集団または⼤規模な資料セットから
採取された狭いサンプルに関する特定の研究の結果が、⺟集団全体および
資料セット全体に⼀般化できるかどうかを検証します。��69,70,72研究研
究の内的および外的妥当性は、通常、批判的評価として知られる体系的な

評価プロセスを使⽤して検査されます。

さまざまな「テスト��テンプレート」を使⽤する⾮常に正式な批判的評価
は、特定の主題に関する体系的な⽂献レビューを執筆する際に、最⾼の科
学出版物を選択するために上級専⾨家によって使⽤されます。この⽅法は、
証拠に基づく医療��(EBM)��で頻繁に使⽤されています��76。多くの⾮常に有
⽤な批判的評価テンプレートが��EBM��信者によって開発されています。77‒
82

技術の堅牢性に関して、この研究ではイルミナシーケンシング、qPCR、
RT-qPCR、Qubit™��3��蛍光測定などの複数の⽅法が採⽤されています。��
Qubit™��3��蛍光分析には⽋点があり、批判の対象になりましたが、使⽤され
る唯⼀の⽅法ではありません。

Machine Translated by Google



110 Journal��of��American��Physicians��and��Surgeons��第��28��巻、第��4��号、2023��年冬号

バックホールツ、��Ph.D.31,32,84

この研究では、定量のためにqPCR��と蛍光分析を使⽤して��DNA��を測定
しました。これらの技術には⽅法論的な違いがあり、それが��DNA��量の推定
値のばらつきにつながる可能性があることを認めています。

同⽒は、プラスミド��DNA��が⼼停⽌や⾃⼰免疫疾患など、まれではあるが重
篤な副作⽤を引き起こす可能性があると述べた。しかし、詳細は提供されて
いないため、解釈は推測的であり、提⽰可能な直接証拠がないように⾒えま
す。この問題は、バックホールト教授の現在の研究に関する詳細を正式な原
稿で公表することで改善される可能性がある。

サンプルの選択では、��12��の固有のロットから��27��個の��mRNA��バイア
ルを分析したため、以前の研究と⽐較して⽐較的広い視野が得られます。た
だし、バイアルの出所とその内容物の状態（期限切れまたは残り物など）
は、所⾒の⼀般化可能性に影響を与える可能性があります。

技術の堅牢性に関して、この研究では定量的ポリメラーゼ連鎖反応��
(qPCR)、Qubit®��蛍光分析、Oxford��Nanopore��シーケンス、およびワクチン
有害事象報告システム��(VAERS)��データベースの分析が使⽤されました。⼿
法の多様性は、調査結果の信頼性を裏付けています。

Phillip��J.��によるプレゼンテーションの暫定的な批判的評価

データの解釈は、そのような解釈を⾏う資格のある学術研究者であるバ
ックホールツ博⼠によって⾏われました。

この研究結果は、DNAが引き起こす有害作⽤の最終的な証拠ではない
が、新しいワクチン技術を考慮すると、残留DNAに関する最新の規制基準の
必要性を疑いなく⽰している。これは、真に説得⼒のある証拠を得るために
さらなる⾏動をとるべきであるという、厳粛な警鐘です。この研究では、その
結果を他の研究と⽐較する必要性について明確に⾔及しており、著者らが
外部からの精査を恐れておらず、むしろそれを歓迎していることを⽰してい
る。

内部的妥当性に関しては、PCR��およびナノポア配列分析に基づく⽅法
論は堅牢であるように⾒えますが、サンプルサイズ、管理措置、詳細な⼿順
などの研究の詳細は、レビューに利⽤できる資料には明⽰的に提供されて
いません。

未知。ワクチン推進者らは第三者によるサンプル改ざんの疑いを否定する
のは難しい。著者⾃⾝も、より多くのサンプルを管理された供給源から⼊⼿
し、保管管理が存在すれば、研究の質と説得⼒がはるかに⾼くなるであろう
ことを認めています。著者らは、その結果を再現し強化するために、そのよう
な改善された研究を実施することを求めています。

内部妥当性について:

Speicherらによるプレプリント2の暫定的批判的評価30

この研究は、規制当局によって無視されてきたワクチンのmRNA監視に関す
る重要な考慮事項を提起している。

記事のタイトルは「カナダ•オンタリオ州のファイザー/ビオンテックお
よびモデルナ社のmodRNA型新型コロナウイルス感染症（COVID-19）ワ
クチンで検出された⼀価および⼆価のDNA断⽚：重篤な有害事象との⽤量
反応関係の探索」である。

この研究では、厳格な法医学的条件下で結果を再現することが求めら
れており、これはそれらの発⾒の検証と、そのような管理された検証が⾏わ
れた場合の適切な規制措置に必要なプロセスである。

むしろ、彼らは、彼らの調査結果は孤⽴した異常ではなく危険なパターンを
⽰している可能性があるため、警戒すべきであると現実的に指摘していま
す。この問題を解明するにはさらなる研究が必要です。

この研究の意味するところは、既知のワクチン成分だけでなく、製造プ
ロセスの過度に複雑な性質により存在する可能性のある偶発的汚染物質に
ついても、より厳密な検査が必要であるということである。

これらの発⾒がより広範なワクチン接種を受けた⼈ に々⼀般化できる
かどうかは、上記のプレプリントのような証拠の正式な提⽰がなければ不
確実です。ワクチン開発の歴史的背景における規制基準に関する懸念は⾮
常に正当です。��mRNA��ワクチンのプラットフォームは⽐較的新しく、⼤規
模な製造プロセスはこの分野の実験室研究よりもさらに新しいものである
ことを覚えておくことが重要です。古い規制基準では、新しい複雑な技術を
使⽤して製造された新しいワクチンの安全性が⼗分に保証される可能性は
低いです。臨床試験材料には存在しなかった��DNA��汚染を引き起こす可能
性のある製造プロセスの変更の問題は憂慮すべきかつ重⼤であり、さらな
る調査が必要です。

終わりではありません。

外部妥当性に関しては、サンプル数が少ないため、結果の⼀般化には限
界があります。これらの結果が製造されたすべてのワクチン⽤量に当てはま
ると強く主張するのは⾮常に困難です。しかし、著者はそうは断⾔しません。

著者らはこの限界を認めており、観察結果を誤解したり過⼤評価したりせ
ず、なぜこのアプローチを使⽤することを選んだのかを説明しています。

バックホールツ教授は、副作⽤に苦しむ患者の幹細胞のDNA配列を決
定し、プラスミドDNAの組み込みを探すべきだと推奨した。この「テレホン
カード」の存在は、因果関係を確⽴するのに役⽴ちます。信頼性を確⽴する
ために、これは多くの異なる研究室によって実施されるべきである、と彼は
述べた。ゲノムの統合が起こっている場合、mRNA��テクノロジーの可能性を
実現するには、プラスミド��DNA��の断⽚を除去することが⾮常に重要です��
31,95。研究は奨励される必要があり、バックホールツ教授が証⾔の中でほ
のめかした障壁を取り除く必要があります。除去される。この問題について
の知識は、インフォームド•コンセントの⼀部である必要があります。

配列データの解釈、特に��DNA��汚染の影響については、リスクの過⼤評
価を避けるために慎重に検討する必要があります。著者らは突⾶な主張は
しておらず、分析も抑制されている。

外来��DNA��がヒトゲノムに組み込まれることは⽣物学的に考えられます
が、そのような現象の頻度と効率、特に前述の⼩さなフラグメントについて
は、mRNA��ワクチンの特定の状況ではこれまでのところ⼗分に確⽴されて
いないようです。しかし、そのような可能性は排除されていません。明らかに、
私たちは新たな未踏の道の始まりにいます—

VAERS��データを使⽤した探索的分析は洞察⼒に富んでいますが、過⼩
または過⼤報告の可能性や、VAERS��レポートに固有の因果関係を推測でき
ないなどの制限があります。

サウスカロライナ⼤学薬科⼤学のバックホールツ教授の主張は、組織
化された伝統的な科学論⽂の形式ではなく、⾮公式のスライドを伴う⼝頭
プレゼンテーションの形式で⾏われたため、この評価は特に困難な課題で
ある26。��,27彼の役割はサウスカロライナ州上院で証⾔を⾏うことであり、
それはその任務に適した形式であるため、これは当然です。

プラスミド��DNA��がヒトゲノムに組み込まれ、突然変異や持続的な⾃⼰
免疫攻撃を引き起こす可能性があるという強い主張は、主流の学者による
重要な主張です。ただし、強⼒な主張には、これまでに発表されているものよ
りも厳密な科学的証拠が必要です。通常、主流の学者は、外来��DNA��のヒト
ゲノム��DNA��への組み込みは複雑なプロセスであり、容易には起こらないと
主張します。バックホールツ博⼠はこの⼀般的な概念に⽭盾しているようで
あるため、同僚は彼の結論を裏付ける⾮常に説得⼒のある証拠の提⽰を彼
に求めるだろうと予想されます。バックホールツ教授がそのような証拠を提
供できるか、あるいは提供する意欲があるかどうかは不明である。
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それはまだ「決定的な証拠」ではないかもしれませんが、「無駄
な気晴らし」でもありません。この証拠の出現とそれへの対応は、
真実を発⾒するプロセスには多くの時間、努⼒、忍耐、粘り強さ、勇
気、批判的思考が必要であることをはっきりと思い出させます。そ
の性質上、多くの試⾏錯誤、多くの失望が伴いますが、同時に多くの
希望も伴います。

現在の��DNA��プラスミド汚染理論の冷静な分析は、新型コロナウイ
ルス感染症��(COVID-19)��ワクチンに関する真実の発⾒に⾄る⻑い道のり
における重要な⼤きな⼀歩を表している。

彼は次のように述べています。「20⼈のギリシャ兵がトロイの
城壁の外を歩き回るのは⼤したことではありません。⼤きな⽊⾺の
中に��20��⼈のギリシャ兵が詰め込まれていること（細胞核への��
DNA��の浸透を可能にする脂質ナノ粒⼦など）は別問題です。」
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